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昭
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事務事業名 議員調査･研修事務

事業開始年度 担当部署 市議会事務局1947(Ｓ22)年度

目　　　的
（何のために）

議員が先進都市の事務事業を調査、研究することにより、市への政策提言などに生かしていただく。

対　　　象
（誰・何を対象に）

議員

事業内容

4常任委員会等による先進都市への視察を行い、また議員の求め等に応じ先進都市の事務事業を調査す
るとともに、各種研修会の案内や参加手続等を行う。さらに、議会図書室を設置、運営しており、議員の調
査、研究に資するため必要な図書の購入等を行い、蔵書の充実に努めている。なお、議会図書室は議員の
調査研究に支障のない範囲で、市職員や一般市民の利用に供している。

根拠法令 枚方市議会会議規則、政務活動費の交付に関する条例（施行規則）、枚方市議会図書室規程

実施方法
☑直営 □委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

類似事業 なし

事業の必要性
先進都市への視察や事務事業の調査等を通じて、その取り組みを学び、市に対して政策提言を行っていた
だくためにも、調査・研修事務は必要不可欠である。また、議会図書室の活用や研修等への参加を通じて、
議員の政策能力向上につなげ、行政への監視機能を強化させるためにも、事業を行っていく必要がある。

事務事業番号 10601430009
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従事職員数 概算人件費

コ　　ス　　ト

H23年度決算 H24年度決算 H25年度当初予算

1.25

0.05

人件費計(A) 10,196 15,200

従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

15,021

直接経費(B) 2,242 2,282 5,400

総事業費(A+B) 12,438 17,482 20,421

財源内訳

H23年度決算 H24年度決算 H25年度当初予算

国庫支出金

その他

一般財源 12,438 17,482 20,421

府支出金

受益者負担
(使用料等)

平成24年度
事業費の主な内訳

内　　　　　容 金　　　額

委員会等活動費用弁償（2,182）、図書費（100） 2,282

千円

千円

事業費の主な内訳
(人件費除く)
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単位

① 人

② 人

③ 件

④ 人

⑤ 人

① 円

② 円

③ 円

④ 円

⑤ 円

事務事業名 議員調査･研修事務

事業開始年度 1947(Ｓ22)年度 担当部署 市議会事務局

活動実績

活動指標もしくは成果指標 H23年度 H24年度 H25年度(見込み)

議員行政視察（出張・来局）人数 209 123 166

議会図書室利用人数

調査件数（他市調査含む） 151 105 128

委員会等先進都市研修参加人数 43 51 47

142,130 123,020

事業費／議会図書室利用人数 180,254 200,943 261,813

事業費／議員研修会参加人数

69 87 78

議員研修会参加人数 126 118 122

事業費／委員会等先進都市研修参加人数 289,244 342,784 434,498

事業費／調査件数（他市調査含む） 82,368 166,495 159,542

事務事業番号 10601430009

98,710 148,153 167,389

成果目標
（目標とする成果）

議員に積極的に先進都市の事例を調査、研究していただき、市に対する政策提言などに生かしていただ
く。

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

事業費／議員行政視察（出張・来局）人数 59,510

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続

事務局組織の一元化に伴う事務分担の見直し等による効果が一層発揮できる
よう、平成24年度の組織運営の検証を踏まえ、引き続き、繁忙期等においては
担当する職員間で調整を行い、業務量の平準化を図る とともに、ことで、引き続
き、業務時間・時間外勤務の縮減に努めるなど、議員の調査・研修が効率的に
行えるよう努める。

特記事項

議員研修会については、枚方市議会報に必ず掲載しているほか、市議会ホームページにも掲載しており、
市民に対する報告を漏れなく行っている。また、議員が、先進都市で研修した内容や研修会等での成果を
踏まえて本会議の一般質問等の機会に、市に対して政策提言等を行う例も多く、一定の成果であると言え
る。

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策
（平成24年度）

改善
今後も調査・研修を適切かつ効果的に行う。また、事務局組織の一元化に伴う
事務分担の見直しなどにより、効率的な事務事業の執行を図る。

一次評価結果
（平成24年度）

・事務経費の削減は具体的にどのように行っていくのか
※平成24年度に提出したチェックリストの記載内容（「事務経費の削減が可能」としていること）に基づく指摘

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

以前から、河北7市の議会事務局の事務担当者会議等の場において、情報収集、意見交換等に努めてお
り、今後も継続して情報収集等を行う。
また、議員からの依頼等に基づき他市の政策等について調査（照会）を行っており、24年度における調査件
数は、本市を除く河北6市では平均で約2件に留まるが、本市においては30件と突出して多い状況である。
その調査結果をもとに、議員が一般質問において政策提言を行ったり、特別委員会の議論を活発に行った
りしていることから、こうした調査は、市政の発展や議会の活性化に大きく寄与しているものと考える。
そのほか、議会図書室に加え、議員が広く情報収集できるスペースとして、議員調査資料室を設けており、
河北7市では本市以外にこうした例はないなど、近隣市の中では先進的な取り組みを行っている。


